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研究成果の概要：関連資料・文献による分析と、大学の実習教育担当者、老人保健施
設の実践者への実態調査をふまえ、医療や社会福祉領域の専門職者養成における対人
的技術の教育課題について研究を行なった。各領域における技術を整理し、領域を超
える 12の共通スキルを抽出した。スキルごとに「技能習得プログラム及び評価票（試案）」
を作成し、これを用いた演習を実施し、効果と課題を分析した。研究内容の公表と共に、研
究成果について取りまとめた報告書を作成した。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 1,500,000 0 1,500,000 

２００７年度 600,000 180,000 780,000 

２００８年度 700,000 210,000 910,000 

年度    

  年度    

総 計 2,800,000 390,000 3,190,000 

 
 
研究分野：高齢者福祉、社会福祉援助技術演習 
科研費の分科・細目：医療・社会福祉、高齢者福祉 
キーワード：高齢者、専門職、対人関係形成能力、医療・福祉、実習、コミュニケーション教
育 
 
１．研究開始当初の背景 
 専門職養成課程の中で、医療・福祉領域は
隣接しているが、それに関わる教員が相互に
その業務内容や養成方法を了解していると
は言いきれない。学生たちは実習先において、
自身の専門性以外を学ぶ学生と共に実習に
臨むことも少なくない。そこで自分と異なる
専門職を意識することにより、自分自身の専
門領域を改めて学ぶこともある。このため、
養成する側もこれらの関連する専門性とそ
の特徴を把握し、学生への指導に当たること
が重要であると考えられる。 

 
２．研究の目的 
(1) 実習教育を中心とする専門職養成シス
テムの現状について把握する。 
(2) 専門職養成課程の各領域（看護師・作業
療法士・社会福祉士）の特徴を把握する。 
(3) 学習指導上の課題を示し、学生の指導過
程で使える共通プログラムの条件を明ら
かにする。 
(4) 教育に用いる技能習得プログラムや
評価票（試案）を作成する。 
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３．研究の方法 
(1) 文献と資料の整理 
各専門領域の専門職者養成カリキュラム
での「対人技能」のとらえ方と、実習教育を
中心とする専門職養成のシステムの実状に
ついて、資料と文献分析から、現状と問題点
を示し、今後の専門職者の養成機関が学生指
導過程で使えるプログラムの条件を抽出し
た。 
 
(2) 調査の実施 
以下の対象者へ、半構造化面接法を用いた
インタビュー調査を実施し、①では、実習に
おける課題や実際の実習に関わる指導内容
など、また、②については、業務における技
能の発揮に関する実態の把握を行なった。 
 
①実習教育に携わる大学教員への面接調査 
各専門領域において実習教育に携わる大
学教員を対象に（看護師、作業療法士、社会
福祉士の資格取得を目指す学生を指導する
大学教員 6名）、対人関係の築き方にあて、
コミュニケーションの技術をどう示すか、コ
ミュニケーション力を高める教育的な指導
としてどのような方法を用いるかなどを把
握した。 
 
②老人保健施設3領域実践者への面接調査 
老人保健施設の看護師、作業療法士、社会
福祉士の業務概要を実態から抽出し、またイ
ンタビュー調査から対象者（老人保健施設職
員9名）の業務上の気配りや対応などを把握
し、具体的なスキルの明確化を行なった。 
 
(3) 技能習得プログラム及び評価票の試案
作成のための演習実施 

 面接調査を基盤に作成したプログラムと
評価票を実際に用いて、実習前または実習を
終えた3年生、4年生に演習授業を行なった。
また演習における自己評価シート内容をも
とに、その効果や課題を検討し、内容の修正
を繰り返し行なった。 
 
４．研究成果 
(1) 専門職養成システムの現状把握と課題
の明確化 

①領域によるシステムの異なり 
各領域を概観すると、資格取得方法では身
体接触を主とする看護師・作業療法士と、社
会福祉に関する相談に応じ、助言・指導する
社会福祉士の間には、背景に大きな違いが見
られた。中でも、同じ臨地実習機関での実習
時間に関しては、その法的制度の違いもあり、
時間の差が顕著に認められた。 
 各専門職の状況においては、その歴史的背
景などもあり、看護師の職能団体の 1951年
という設立からの長さに比較し、作業療法士

と社会福祉士においては、法人化も看護師の
組織と比較すると、30～40年後の制定であり、
異なりがみいだされた。 
 
②共通する課題 
領域を超えて、共通する課題として次の内
容が明確となった。 
実習指導上の問題としては、教員配置・指
導のあり方や実習関連授業と講義間の関連
の薄さが示された。さらに、教育のベースラ
インのなさ、大学と実習先指導者との連携が
重要となることが明らかになった。 
この他、制度上の仕組みに関しては、授業
の実践への応用方法や、教育環境の整備不十
分さ、実習時間数や関わる教員数の問題など
が示された。また、生活体験の不足や、立ち
居振る舞いの問題などの近年の学生の特徴
が明確になった。 
 
(2) 専門職養成課程の各領域の特徴をふま
えた教育課題の整理 

 各領域個別に出された意見として、実習教
育における「事前学習が一定でなく」（社会
福祉士）、「総合的な指導がむずかしい状況」
（看護師）であり、「学生間・教員間、学生
と教員のコミュニケーション不足」（作業療
法士）などがあげられた。 
 今後の継続・検討課題としては、①医療・
福祉専門職養成課程における３領域共通の
大学生としての学びの支援 ②専門職を目
指す者としての気づかい・配慮などを深める
働きかけ ③導入教育を踏まえた初年次教
育の必要性を提起した。 
 
(3) 実践者から捉えた技能分析から共通ス
キルを明確化 
老人保健施設における専門職者への調査
結果について、共同研究者４名で内容をチェ
ックし、KJ法によりスキルの分類を行なった。  
その結果、スキルは 456を数え、「基本的
コミュニケーション」（小カテゴリー５）、「理
解を深める」（小カテゴリー３）、「状況把握・
分析」（小カテゴリー３）、「問題への対応」（小
カテゴリー２）というカテゴリーに分類され
た。これらの４分類は、対象者への支援の始
まりから、具体的な問題への対応までの流れ
に即しており、各段階におけるさまざまなス
キルが抽出された。 
 
(4) 教育に用いる技能習得プログラムや
評価票（試案）を作成 
(3)の調査結果を分析し、専門職者を目指
す学生への指導に用いる技能習得プログラ
ム（「専門職の関わりスキル」）の試案の作成
を行なった。その内容は、「出会いのスキル｣
(2項目のスキル）と「関係継続のスキル」（10
項目のスキル）の計 12の共通基本スキルで



 

 

構成された。また、これらの技能習得プログ
ラムに呼応する「スキル尺度自己評価票」、
「社会的スキル尺度票」、「振り返りチェック
シート（自己評価）」、「振り返りシート」、「各
スキルチェックシート（他者評価）」の５種
類の評価票の試案の作成を行なった。 
これらの技能習得プログラムと評価票を
用いて（12スキルのうちの 2スキルのみ）、
３領域ごとに演習を行ない（対象学生 計37
名）、最終的な試案の完成を行なった。 
 
(5)まとめ 
現在、領域を横断して高齢者との関係形成
のための統合された講義や演習は乏しいが、
本研究の結果から養成機関においては、領域
間の垣根を超えて「実習教育における学生の
対人関係形成能力」への一視点を共有し、学
生の共通するマイナスの特徴に向き合い、将
来の連携可能性を高めるために基礎的なカ
リキュラムの位置づけが重要と考えられる。 
また、実習に関連する科目はすべて単独の
ものではなく、そのほかの講義、演習などと
つながるものであり、これらを一連のものと
して関係性を明確に示し、システムを見直し
ていくことが不可欠である。学生の対人関係
形成に関わる能力やコミュニケーションに
関する能力の養成は、教育に携わる側と学生
との関係性、また、学生の教育環境や指導に
当たる担当者間の連携に強く影響される場
合もあり、その創意工夫が一層、求められる。 
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